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試料および実験： 

試料はいずれも LES 33.3 wt%一定、PPG2または PPG69は様々な配合量となるように混合して
調製した。また全ての測定は、事前に調製した試料を、溶媒（水）にて 20倍希釈した試料を用い
ている。 

試料を入れたセルを温度制御が可能なステージに固定し、温度変化による会合挙動の変化を観
察した。またコントラスト調整剤として、図 1 に示す HistoDenz を用いた。本コントラスト調整
剤は、生物系の散乱測定や生体内でのＸ線造影剤として用いられていることからも、イナートな
性質を有すると考えられる。その構造とそれを用いた時の電子密度変化のシミュレーションを図
2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果および考察： 

 図 3に LES水溶液に様々な濃度の HistoDenzを添加した結果を示した。また、図 4に LES単体
と LESに HistoDenzを 20 wt%添加した散乱プロファイルとその Fittingの結果を示した。これらの
結果から HistoDenz を添加することにより、溶媒の電子密度が増加し、LES が形成するミセルの
シェル部に由来する情報が消失することを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．HistoDenzの構造 図 2．HistoDenzの添加による電子密度変

化のシミュレーション結果 

図 3．HistoDenz添加による LES水溶 

液の電子密度変化 

図 4．電子密度に及ぼす HistoDenz添加 

効果および理論との比較 
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5 LES 33.3 wt% /PPG2 0.5 wt% /HistoDenz 20 wt%
6 LES 33.3 wt% /PPG69 0.5 wt% /HistoDenz 20 wt%
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